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ラストアタックで魅せた
伊藤 真一



SUGO選手権第5戦ST600
決勝レース公式結果

伊藤真一が最高の形でポールポジション獲得!
ホームコースでの勝利を誓う
V3を狙う中須賀も虎視眈々と勝利をうかがう

かったんだけれど、シケイン立ち上がりでハイサイド
で遅れてしまった。まぁ、ハイサイドするマシンの状態
だったんでしょう」とサバサバ。金曜日からスタートし、
1セッション毎に1秒詰めてくるのは、さすが韋駄天
男だ。
3年連続チャンピオンを狙う中須賀克行は、真っ

先に1分27秒台をマークし、3番手に着けた。
「自己ベストが出ているし自分自身ではノレている

と思う。伊藤さんの調子がよく、タイム的にも少し遅
れていますが勝負していきたいですね」と中須賀。
2008年、2009年とタイトルを争う上で、ターニングポ
イントとも言えるレースが、このSUGOラウンドだった
だけに、今回も重要な一戦になるだろう。
コースレコードホルダーだった亀谷長純はQ3で履

いた新品タイヤとマシンの相性が悪く1分28秒を切
れなかったが、アベレージは問題ないようだ。柳川明
も1分28秒台で走れているだけにトップ争いに絡ん
できそうだ。
JSB1000クラスと混走で行われているJ-GP2ク

ラスはST600クラスとダブルエントリーしている山口
辰也が、ただ一人、1分31秒台に入れトップタイム。
決勝も一人旅となりそうだ。激戦のST600クラスと
共にダブルウインの可能性が高くなっている。
好調の伊藤がスタートを決めてレースを引っ張る

展開になれば独走となる可能性もあるだろう。これを
阻止すべく中須賀が序盤で前に出てレースをコント
ロールできれば混戦になるかもしれない。トップ争い
は伊藤と中須賀を中心に、秋吉、亀谷、柳川の最大
5台の集団になる可能性が高い。ここから抜け出す
のは伊藤か!? 中須賀か!? それとも??

3カ月のインターバル明けで迎えた全日本ロード
レース選手権第4戦スポーツランドSUGO。いよい
よ、ここからがタイトル争いが本格化する。ノックアウ
ト方式で争われた公式予選は、快晴に恵まれ、残暑
の厳しい中でのタイムアタックとなった。
ハイレベルな戦いとなったJSB1000クラスの予

選は、4人がコースレコードを更新。その中でトップタ
イムを記録したのは、地元の期待を一身に受ける伊
藤真一だった。
「ここ数年、SUGOではいい結果を残すことがで

きていないし、今年は（ケガもあって）思いきりタイム
アタックできていなかったので、昔に戻ってリスクが
あっても攻めの走りをしようと思った。ただ事前テスト
から、チームの頑張りもあって、マシンはいい調子
だったし、今回の予選は勢いで走ろうと思っていた」
という伊藤がQ3の最後のアタックで鮮やかなポー
ルポジションを獲得した。
伊藤は、開幕戦でスタート直後に転倒、第2戦で

は予選でアクシデントに遭い右肩甲骨を骨折、完治
せずに臨んだ第3戦で予選6番手に入るが、決勝は
中止と全くレースができていなかった。鈴鹿8耐で調
子を上げ、8月上旬にSUGOで行われた合同テスト
でマシン、身体の状態ともに完璧に近い状態になっ
てきていた。同時にライディングの“キレ"も戻ってき
ていた。今回のレースウイークに入っても予選までは
最高の形できている。
「変に気負わず自然体で臨めていますね。手応え

もありますし、8耐では優勝できなかったので、今回
のSUGOは、ぜひ優勝したいですね」と小原斉監督
も自信のコメント。
2番手には事前テストなしで臨んでいる秋吉耕佑

がつけた。「ベストタイムが出た、前の周の方が速 [佐藤 寿宏]

山口辰也、J-GP2で
もトップタイム！！

ST600クラスとJ-GP2クラスにダブルエントリーしている山口辰也。今年
のチーム体制で2レースをこなすのは初めてのことになる。
山口と、山口を支えるチームのスタッフが未知の領域にチャレンジする。

Top Time 1'31.840山口 辰也

『8月の事前テストで調子がよかったので、レースウイークに入ってもセッ
ティングをあまり変えずに初心に戻って、多少リスクを負ってもかまわない
と勢いで走りました。決勝は秋吉選手と中須賀選手、あと何人かとの争
いになると思いますが、1分28秒台前半で走って優勝を目指したいと思
います。今後も、もしかしたらスポット参戦や他のクラスに乗る可能性もあ
りますし、来年以降のことはまだ分からないのですが、JSB1000クラスで
トップを狙ってSUGOを走れるのは最後だと思うので、悔いが残らないよう
に勝ちたいですね』

Pole Position 1'27.523伊藤 真一
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3連覇を狙う中須賀克行。3番手からどんなスタートを見せるのか事前テスト無しで臨んだ秋吉耕佑がセカンドグリッド

superbike.jpでは、全日本ロードレースをもっともっとお楽しみいただけるようにアンケートを実施します。回答者全員にオリジナル壁紙
をプレゼントするほか、抽選でペア10組20名様に2011年全日本ロー ドレース入場券などをプレゼント!!。
是非アンケートにご協力をお願いします。詳細は、MFJスーパーバイク公式ファンサイト「superbike.jp」のトップページからご利用くだ
さい。なお、今回のアンケートはパソコンからの回答のみとさせていただきますので、あらかじめご了承ください。

第1回superbike.jpアンケート

http://www.superbike.jp/

全日本ロードレースをもっともっとお楽しみいただけるように、
是非ご協力をお願いします！

●期間：2010年8月30日(月)0:00～
 　9月28日(火)23:59まで

 Pos No Rider Team Time
 1 57 田中 裕太 TEAM GRACE 19'17.374
 2 18 中澤 孝之 BOON! Conpanion! & DFR 19'37.418
 3 75 鈴木 明 CLUB-ARA虎の穴 19'48.473
 4 16 石塚 尚志 Active-Rainbow 19'54.995
 5 34 倉山 寿生 3 can do! & DREAM狭山 19'55.313
 6 21 武田 誠 奥州レーシング 19'55.718
 7 65 住吉 浩鹿 いつものピット 19'55.788
 8 92 田中 貞 スコードロン湘南RT 20'12.620
 9 14 早津 洋 RS-OKUNO・サイクルスポーツ 20'14.160
 10 27 瀬川 雄一郎 ホンダコウヨウカイドリームレーシングチーム 20'21.783

※上位10位までを掲載しています。
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アジア国別対抗ロードレース開催
日本代表に熱い声援を！！

山口辰也、レコードを
更新し、今季初の
ポールポジション！

『タイム的には、もう少し縮めたかったですね。J-GP2、ST600と同じ仕様の
バイク、J-GP2ではスリックタイヤを使わず、溝付きタイヤで走っているので、
同じようなタイムしか出ませんでした。J-GP2のセッションがST600より長
かったため、セッティングが詰められたので、いい状態になっています。
ST600は、他メーカーに比べてストレートスピードで8km/hぐらい遅れている
ので厳しいレースになりそうですけれど、何とか前でゴールできるように頑張
ります』

Pole Position 1'31.750山口 辰也

藤井謙汰が小室旭と
の一騎打ちを制して
今シーズン初優勝！！

『1周目からいけると思っていました。途中でちょっとミスをしてペースが落ち
たときに（小室選手に）抜かれなかったので、そのままのペースで走ることに
切り替えました。GP-MONOでは勝てそうで勝てない悔しい思いをしていた
ので、約2年ぶりに勝ててすごくうれしいです。まだレース（J-GP3）が残って
いるので、早くホテルに帰って休みます（笑）。テストでは自己ベストに3秒も
届かないような状態で、予選でようやくタイムが上がってきたので、（J-GP3
の）決勝では追い上げを見て欲しいですね』

山本剛大が2戦連続
ポールポジションを
ゲット！

『今日は事前テストのときよりコンディションもよくて走りやすかったですね。タイム
を出したのは中盤でしたが、後半のアタックでタイムを出せなかったのが悔しいで
す。目標タイムの1分34秒台には届かなかったので決勝では出したいと思います。
コースに出た直後は、うまく集中力を保てなくて、2、3周してからは集中できたんで
すけれど、そこからは待っている人やペースの違う人に引っかかってしまって、なか
なかアタックできませんでした。オートポリスでポールポジションを取ったけれど（荒
天で）決勝がなくなってしまったので、今回も絶対ポールポジションからスタートしよ
うという気持ちが強かった。（ポールポジションを取れて）すごくうれしいです』

Pole Position 1'35.660山本 剛大

28日（土）のGP-MONO決勝レースで表彰台に上った3人。今季初優勝の藤井 謙汰（中央）、最後までトップを争った2位の小室旭（左）、3位の谷川 壮洋

REPORT&INTERVIEW

REPORT&INTERVIEW

RACE REPORT

アジア各国のモーターサイクルスポーツのレベルが向上
と国際交流を目的として開催されているアジア国別対抗
ロードレース「アジアネーションズ・オブ・ロードレース」。
アジアモーターサイクルユニオン（UAM）に加盟するアジ

ア各国から2名ずつの代表ライダーが参戦し、その順位を
もとにポイントが付けられ勝利国が決定されます。車両・タイ
ヤがワンメイクのため、ライダーの腕が勝敗を左右します。
今回の日本大会には、中木亮輔・北見剣の2選手が参

戦!! みなさん日本代表チームに熱い声援をお願いします！

絶妙なスタートでホールショットを決めたのは藤井謙汰。小
室旭と谷川壮洋、坪川浩明がトップグループを形成していた
が、3周目のシケインで坪川が転倒リタイアとなる。このあと
トップ争いは谷川が遅れ、藤井と小室の一騎打ちとなり、序
盤は抜きつ抜かれつの展開。「お互いのバイクのどこが速い
のかを確認し最後に仕掛けようと思っていた」という小室は
レース後半には藤井の背後でチャンスをうかがっていたが、
最終ラップで痛恨のミス。これで勝敗が決まり、藤井が今
シーズン初の優勝をもぎ取った。0.7秒差で小室が2位。独
走でチェッカーを受けた谷川壮洋が3戦連続3位表彰台に
上がった。
4位には10番手から追い上げた森田直樹、伊藤公一が
僅差で続いた。

優勝／藤井 謙汰

●予選・決勝開催日／8月28日(土)
●天候・路面／予選・決勝（晴／ドライ）
●決勝レース／15周

Photo by H.Wakita(c)

UAM Asian Cup 決勝レース1 結果
 Pos No Rider Team Time
 1 1 Topan Sucipto Team INDONESIA 23'20.770
 2 12 Pongpeera Team THAILAND 23'26.320
 3 2 Mohammad Dwi Satria Team INDONESIA 23'26.334
 4 4 Ryosuke Nakaki  Team JAPAN 23'26.367

 5 6 Jagan Kumar Team INDIA 23'26.412
 6 3 Tsurugi Kitami  Team JAPAN 23'26.426

 7 5 Sharath Kumar Shankar Team INDIA 23'26.461
 8 11 Jakkrit Swangswat Team THAILAND 23'26.616
 9 14 Yu Chun Ho Team Hong Kong 24'08.696
 10 8 Cheng Yu Tsai Team CHINESE TAIPEI 24'14.153
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 Pos No. Cls. Name Team Machine BestTime
 1 33 JSB 伊藤 真一 KeihinKoharaR.T. CBR1000RR 1'27.523R
 2 64 JSB 秋吉 耕佑 F.C.C.TSR Honda CBR1000RR 1'27.568R
 3 1 JSB 中須賀 克行 YSPRacingTeamwithTRC YZF-R1 1'27.755R
 4 6 JSB 亀谷 長純 Honda DREAM RT 桜井ホンダ CBR1000RR 1'28.364
 5 87 JSB 柳川 明 TEAM GREEN ZX-10R 1'28.475
 6 48 JSB 出口 修 PLOT PANTHERA GSX-R1000 1'29.743
 7 634 JSB 高橋 巧 MuSASHiRTハルク･プロ CBR1000RR 1'30.143
 8 54 JSB 武田 雄一 Taira Racing YZF-R1 1'30.423
 9 51 JSB 高橋 英倫 BEET RACING ZX-10R 1'30.454
 10 15 JSB 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン 1098R 1'30.902
 11 88 JSB 藤田 拓哉 DOG FIGHT RACING YZF-R1 1'30.958
 12 17 JSB 清水 郁巳 ホンダドリーム RT高崎 B'WISE R.T CBR1000RR 1'31.212
 ------- 以上第3セッションにて決定 -------  
 13 83 JSB 中村 知雅 中村Eng&ジャパンプランニング CBR1000RR 1'31.117
 14 32 JSB 民辻 啓 MotoMap SUPPLY GSX-R1000 1'31.134
 15 91 JGP2 山口 辰也 モリワキクラブ CBR600RR 1'31.840
 16 16 JSB 東村 伊佐三 RS-ITOH&ASIA ZX-10R 1'32.583
 17 73 JGP2 小西 良輝 MuSASHiRTハルク･プロ CBR600RR 1'32.594
 18 35 JSB 井上 健志 炎R CBR1000RR 1'32.930
 19 93 JGP2 高橋 江紀 バーニングブラッドRT RBB6 1'33.110
 20 71 JSB 津田 一磨 aprilia D.D.BOYS RSV4 Factory 1'33.320
 21 55 JGP2 生形 秀之 エスパルスドリームレーシング GSX-R600 1'33.727
 22 43 JSB 吉広 敦 CLUBNEXT&中村Eng CBR1000RR 1'33.747
 23 41 JGP2 宇井 陽一 41PLAN/PRO-TEC YZF-R6 1'34.329
 24 44 JSB 坂本 弘正 ブラビッシモwith夏堀歯科 GSX-R1000 計測出来ず
 ------- 以上第2セッションにて決定 -------  
 25 99 JSB 戸田 隆 G-TRIBE S1000RR 1'34.061
 26 25 JSB 原田 洋孝 R.S.ガレージハラダ姫路 ZX-10R 1'34.118
 27 95 JSB 北川 敏 ドリームチェイサーRC KEIHIN CBR1000RR 1'34.540
 28 56 JGP2 及川 誠人 伊藤レーシングGMDスズカ YZF-R6 1'35.695
 29 79 JGP2 朝比奈 正 アサヒナレーシング Z600 1'36.715
 30 47 JGP2 小口 亘 ALLMAN&GBS&OWR YZF-R6 1'36.981
 ------- 以上第1セッションにて決定 -------
  37 JSB 喜多田 学 TS関東+㈲成田総合サービス CBR1000RR リタイヤ
参加台数:31台  出走台数:30台
 予選通過基準タイム （総合:110%）1'37.339
 ※ Rマークは、コースレコード（従来のタイム 1'27.827）

Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 30 山口 辰也 モリワキクラブ CBR600RR 1'31.750R
 2 29 C  POLAMAI PetronasYamahaThailandMHP YZF-R6 1'31.819R
 3 75 大崎 誠之 SP忠男レーシングチーム YZF-R6 1'31.873R
 4 25 D KRAISART PetronasYamahaThailandMHP YZF-R6 1'32.120R
 5 19 國川 浩道 92R･HiRaNo CBR600RR 1'32.250
 6 26 稲垣 誠 AKENO SPEED YZF-R6 1'32.271
 7 3 佐藤 裕児 HiTMANRC甲子園 ヤマハ YZF-R6 1'32.319
 8 2 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6 1'32.477
 9 34 大木 崇行 Team ARA 虎の穴 YZF-R6 1'32.533
 10 36 徳留 和樹 バーニングブラッドRT CBR600RR 1'32.603
 11 31 岩崎 哲朗 RS-ITOH&ASIA ZX-6R 1'32.620
 12 73 中上 貴晶 MuSASHiRTハルク･プロ CBR600RR 1'32.961
 13 13 関口 太郎 Team TARO PLUS ONE CBR600RR 1'33.015
 14 99 野田 弘樹 テルル･ハニービーレーシング CBR600RR 1'33.019
 15 39 阿久津 晃輝 2りんかんRT & DOG FIGHT R YZF-R6 1'33.141
 16 634 小林 龍太 MuSASHiRTハルク･プロ CBR600RR 1'33.166
 17 35 中山 真太郎 ATU.AKI team しんたろう with KRT CBR600RR 1'33.207
 18 11 渡辺 一馬 CLUB PLUS ONE CBR600RR 1'33.255
 19 54 井上 哲悟 GRACEracingTeam ZX6R 1'33.348
 20 37 医王田 章弘 RS-ITOH&ASIA ZX-6R 1'33.434
 21 6 岩田 悟 TSR CBR600RR 1'33.434
 22 27 中津原 尚宏 研友会栃木PGレーシング CBR600RR 1'33.506
 23 62 横江 竜司 RT 森のくまさん佐藤塾 YZF-R6 1'33.557
 24 49 須磨 貞仁 H.M.F GSX-R600 1'33.600
 25 76 伊藤 勇樹 DOG FIGHT RACING YZF-R6 1'33.608
 26 91 中山 智博 RS-ITOH ZX-6R 1'34.117
 27 63 片平 亮輔 松本クリニックガレージスピード CBR600RR 1'34.250
 28 77 岡嶋 晋也 RS-ITOHGTMM丸進金属 ZX-6R 1'34.257
 29 705 黒川 武彦 松本クリニックVIPBスピード ZX-6R 1'34.276
 30 539 高田 昌明 RSR+539SOKO YZF-R6 1'34.351
 31 33 深津 拓真 PLOT PANTHERA GSX-R600 1'34.386
 32 52 豊田 浩史 アルフレッド･コア+D;REX YZF-R6 1'34.430
 33 14 津田 拓也 West Power GSX-R600 1'34.437
 34 53 岩﨑 朗 岩崎Ⅲ兄弟+日光+彩球軍団 CBR600RR 1'34.440
 35 56 中本 郡 SP忠男レーシングチーム YZF-R6 1'34.652
 36 71 鈴木 貴雄 CLUB ARA 虎の穴 CBR600RR 1'34.690
 37 55 熊谷 陽 PRIME★ガレージLINK YZF-R6 1'34.752
 38 81 佐藤 周 MST★TAMITON-R ZX-6R 1'34.777
 39 69 矢田 栄一朗 モトバム&レッドフェザーヨシダ CBR600RR 1'35.035
 40 40 近藤 湧也 GBSレーシング YZF-R6 1'35.094
 ------- 以上予選通過 -------   
  8 清水 直樹 MST★TAMITON-R ZX-6R 1'35.339
  38 小菅 岳大 CLUB HARC-PRO. CBR600RR 1'35.771
  51 中村 豊 TEAM PLUS ONE CBR600RR 1'36.450
  32 比企 徹 レーシングサプライ觔斗雲 GSX-R600 1'36.709
  1 手島 雄介 TSRwithALT CBR600RR リタイヤ
  16 関 一正 club Tribe YZF-R6 リタイヤ
  47 小口 亘 ALLMAN&OWRACING YZF-R6 リタイヤ
  72 宮崎 敦 伊藤レーシングGMDスズカ YZF-R6 リタイヤ
 参加台数:48台  出走台数:44台
予選通過基準タイム （110%） 1'40.925
 ※ Rマークは、コースレコード （従来のタイム  1'32.193）

公式予選結果

MFJプロモーション委員会事務局 ： 東京都中央区築地3丁目11番6号　築地スクエアビル10階　TEL：03-5565-0900　　２０10年8月29日（日）発行　　●オフィシャルサイト　http://www.mfj.or.jp/　　●オフィシャルファンサイト　http://superbike.jp/

 Pos No. Cls. Name Team Machine BestTime
 1 10 JGP3y 山本 剛大 Team NOBBY RS125R 1'35.660
 2 6 JGP3y 大久保 光 18 GARAGE RACING TEAM RS125R 1'35.890
 3 11 JGP3y 篠崎 佐助 チーム テック2 TZ125 1'35.988
 4 77 JGP3y 野左根 航汰 ウェビックチームノリックヤマハ TZ125 1'36.124
 5 91 JGP3y 森 俊也 racing sayama RS125R 1'36.301
 6 5 JGP3 山田 誓己 TEAM PLUS ONE RS125R 1'36.474
 7 23 JGP3 鎌田 悟 ENDURANCE+桶川スポーツランド RS125R 1'36.610
 8 21 JGP3y 中本 翔 リリカAMENA with OUTRUN RS125R 1'36.615
 9 12 JGP3y 長島 哲太 Projectμ7C HARC RS125R 1'36.781
 10 1 JGP3 菊池 寛幸 WHEELIEwith KRT RS125R 1'36.829
 11 29 JGP3y 渡辺 陽向 Projectμ7C HARC RS125R 1'36.845
 12 4 JGP3 徳留 真紀 チームアライアンス&ハルクプロ RS125R 1'36.851
 13 46 JGP3y 渡辺 ユヰ TEAM YUI RS125R 1'37.083
 14 13 JGP3y 浦本 修充 MuSASHiRTハルク･プロ RS125R 1'37.401
 15 35 JGP3 大西 隼 Projectμ7C HARC RS125R 1'37.532
 16 17 JGP3y 藤井 謙汰 TSR RS125R 1'37.566
 17 7 JGP3 矢作 雄馬 ENDURANCE RS125R 1'37.612
 18 15 JGP3p 仲城 英幸 Projectμ7C HARC HP25RW 1'37.624
 19 62 JGP3y 渡部 裕貴 RT森のくまさん佐藤塾 TZ125 1'38.180
 20 28 JGP3 大塚 卓也 HondaブルーヘルメットMSC RS125R 1'38.407
 21 33 JGP3y 丸山 隼一 TEAM i-FACTORY RS125R 1'38.586
 22 76 JGP3 高杉 奈緒子 モトバムwithヒポポタマス RS125R 1'38.629
 23 27 JGP3 天野 邦博 Honda狭山レーシングチーム RS125R 1'38.827
 24 64 JGP3 籠島 欣雄 MUSASHI RACING RS125R 1'38.854
 25 71 JGP3 安村 武志 チーム テック2 TZ125 1'38.973
 26 85 JGP3 平子 剛志 クルーズレーシングチーム RS125R 1'39.082
 27 99 JGP3 佐藤 正之 racing sayama RS125R 1'39.275
 28 40 JGP3 小川 亨 MUSASHI 小川サービス RS125R 1'41.069
 29 38 JGP3y 東 盾吾  RS125R 1'42.670
 ------- 以上予選通過 -------
参加台数:29台  出走台数:29台
 予選通過基準タイム （総合:110%）1'45.226   
    

●予選：天候／晴　路面／ドライ　出走29台
●決勝スタート／10:25（18周）

●予選：天候／晴　路面／ドライ　出走44台
●決勝スタート／11:30（20周）

 Pos No Rider Team Machine Lap Total Time
 1 3 藤井 謙汰 TSR ACH250M 15 24'55.068
 2 2 小室 旭 TeamKOMUROwithHARC HP250RF 15 24'55.797
 3 6 谷川 壮洋 CLUB PLUS ONE HP250-ハルク 15 25'09.338
 4 35 森田 直樹 Projectμ7C HARC HP250RF 15 25'12.035
 5 63 伊藤 公一 クリエイティブサイン モリワキMD250H 15 25'12.528
 6 18 松井 洪弥 TEAM PLUS ONE ハルク GPMR 15 25'19.891
 7 20 阿部 徹郎 あべスピ･ヤマハ&セルコホーム WR250F 15 25'21.980
 8 70 三好 菜摘 オールスターモータースポーツ ASMS250 15 25'22.217
 9 7 岡田 義治 MRF&RH松島&Sun's★ PO-CRF250FI 15 25'23.118
 10 41 岡﨑 静夏 TeamSHIZU&if HP250RF 15 25'27.289
 11 23 畑中 要 FTR･タイヤナビ･Big☆敦 YZ250F 15 25'35.083
 12 36 松江 保幸 Projectμ7C HARC HP250RF 15 25'42.312
 13 71 大迫 敏信 TEAM PLUS ONE モリワキ MD250 15 25'42.569
 14 31 古山 颯太 奥州レーシングチーム  15 25'43.160
 15 45 日野田 誠 新日本エナジー/プリミティブR.T PRCS250F 15 25'50.617
 16 73 中臺 翔太 TeamKOMUROwithHARC HP250RF 15 25'53.595
 17 69 荒屋 勝 MOTO FAST RT 根岸オート ASMS250 15 25'58.401
 18 24 赤間 清 CLUB HARC-PRO. HP250F 15 26'00.002
 19 22 江﨑屋 学 犬の乳酸菌.JP/PRCS PRCS250F 15 26'01.258
 20 72 岩本 有司 ㈲岩本商事+Kfb/PRCS PRCS250F 15 26'13.736
 21 46 星野 知也 ミクニiBeatテリー&カリー MIH 14 23'33.106
 ------- 以上完走 -------    
  48 法月 多嘉夫 MARS&OMEGA&RPベアー MARS KX250F 6 11'27.167
  96 田中 聡 パワーパイプレーシング PP-YZ250 5 8'46.960
  17 坪川 浩明 TEAM-MARGUERITE MD250H 2 3'25.352
 参加台数:26台  出走台数:24台  完走台数:21台
ベストラップ: 3 藤井 謙汰   1'38.194  14/15  137.025km/h

決勝結果 ●予選・決勝開催日：8/28（土）天候／晴
　路面／ドライ　出走24台　決勝レース（15周）

●予選：天候／晴   路面／ドライ  出走30台
●決勝スタート／13:55（25周）

MFJ Superbike Round4 SUPERBIKE RACE in SUGO 28-29 August, 2010

TIME TABLEINFORMATION ※タイムテーブルは、変更されることがあります。

10:10 -
10:25 -
11:15 -
11:30 -

12:25 -12:45 
12:45 -13:25 

13:35 -
13:55 -
14:55 -
15:10 -
16:00 -

GP125 コースイン～選手紹介
GP125決勝レース.........................18Laps
ST600 コースイン～選手紹介
ST600決勝レース.........................20Laps

ピットウォーク～白バイデモラン
JSB1000 コースイン～選手紹介

キッズ優先ピットウォーク～キッズパレードラン・サーキットバスツアー

JSB1000決勝レース.....................25Laps
UAM（アジアンカップロードレース） コースイン～選手紹介
UAM（アジアンカップロードレース）決勝レース 12Laps
※レース終了後～サーキットクルージング（2輪体験走行）

会員募集中!!


